
ほけんだより 

大人の病気と思われがちですが、5～9歳では13.7％、10～19 歳では31.4％もの

子どもが花粉症だというデータがあります。花粉症の症状があっても、熱がないなら大

丈夫、と油断しがちですが、花粉症の症状がずっと続くと不快なだけでなく、さまざま

な問題を招くおそれがあります。 

 

激しいおう吐の症状が突然現れ、下痢

がそれに続き、発熱もある。ロタウイ

ルスに感染の場合は、便が白っぽくな

ることも。 

感染性胃腸炎・ウイルス性胃腸炎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和7年2月 1日発行 

両国・なかよし保育園 

     看護師 

     ２月の保健行事 

・2月 27日（木） 10時～ 

 0歳児健診です。 

前回の内科健診をお休みしたお子さ

んは一緒に行います。 

 

         １月の感染症 

・溶連菌感染症 

・ウイルス性胃腸炎 

 

寒さが厳しい毎日。冷たい空気に触れることで自律神経は鍛えられ、病気に負けない体をつくりま

す。寒さに負けず、積極的に外遊びをしましょう。 

ウイルス性の感染によるもの。冬は

ノロウイルス、ロタウイルスが代表

的。主に経口、飛沫感染だが、ノロウ

イルスの場合は、食品から感染する

ことも。生後半年～２歳くらいの子

が多くかかる。 

激しい下痢が続くので、イオン飲料

や湯冷ましなどで十分に水分補給

をし、脱水症状にならないようにす

る。症状は２～３日から１週間程度

で治まる。 

吐物が付いた衣類や床は、塩素系の

消毒液で消毒しましょう。 

原因 症状 対処方法 

下痢や嘔吐をしている場合は、受診の協力をお願いします。 

ウイルスは、10 日前後体内に残っています。おむつ交換やトイレ介助などでうつらないように気をつけましょう。 


